
彦
根
城
下
に
、
お
け
る
人
口
動
態
に
つ
い
て

矢

彦

...... 一

寸

序

江
戸
時
代
の
人
口
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
研
究
の
意
義
や
目
標
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
諸
先
学
に
よ
っ
て
説
か
れ
、
数
多
の
す
ぐ
れ

た
業
績
が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
①
、

こ
こ
で
再
び
そ
れ
を
繰
返
す
こ
と
を
し
な
い
。

し
か
し
管
見
の
か
ぎ
り
、
城
下
人
口
、
こ
と
に

彦根城下における人口動態について

そ
の
動
態
に
関
す
る
実
証
的
研
究
は
、
村
落
人
口
の
そ
れ
に
比
し
、
き
わ
め
て
乏
じ
く
、
こ
れ
が
諸
城
下
聞
に
お
け
る
対
比
芳
察
に
よ

ひ
い
て
は
各
藩
領
構
造
の
特
性
の
究
明
に
い
た
る
に
は
、
な
お
道
程
の
遠
さ
が
な
げ
か
れ
る
。
こ
こ
に
、

り
、
各
城
下
、

た
ま
た
ま
彦
根

城
下
に
つ
い
て
の
史
料
を
得
た
の
で
、
こ
れ
を
忠
実
に
紹
介
し
た
い
。
こ
の
方
面
の
研
究
に
、

一
事
例
な
り
と
も
つ
け
加
え
得
れ
ば
幸
せ

で
あ
る
と
思
う
。

以
下
、
川
原
町
関
係
の
文
書
は
、
近
藤
市
右
衛
門
・
高
崎
正
次
・
大
村
仁
三
郎
の
諸
氏
の
所
蔵
に
か
か
り
、
伝
馬
町
関
係
の
も
の
は
同

町
の
町
有
文
書
で
あ
る
。
な
お
、
川
原
町
に
つ
い
て
は
小
林
氏
の
研
究
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
@
、

先
に
彦
根
城
下
に
も
触
れ
た
城
下
町

関
係
の
拙
稿
と
と
も
に
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
小
稿
で
は
省
略
し
た
武
家
人
口
の
動
態
に
つ
い
て
は
他
目
、
別
稿
を
た
て
た
い
。
も

っ
と
も
武
家
人
口
の
大
概
は
先
に
報
告
し
て
あ
る
@
。
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町
別
人
ロ
の
推
移
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は
じ
め
に
人
口
な
ら
び
に
戸
数
の
推
移
を
み
る
に
、
町
方
総
数
も
全
域
下
に
わ
た
る
町
別
の
数
字
も
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
各
々
二
、

一
の
時
期
に
お
け
る
資
料
し
か
得
ら
れ
な
い
@
o

図

し
か
し
個
々
の
町
に
つ
い
て
は
断
片
的
な
が
ら
若
干
の
推
移
を
辿
り
得
る
。

参
照
)
、
川
原
町
組
に
属
す
る
各
町
の
、
ま
た
表
二
・
図
一
は
川
原
町
組
の
川
原
町
お

表
一
は
彦
根
城
下
町
方
四
手
組
の
一
つ

80 

/一¥へ---

¥ー¥.- ω 
家叡

'50 M 到。隼

(図1) 伝馬町における家数人数の推移

(1766-1870年)r切死丹御改五人組帳」による O
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よ
び
本
町
組
の
伝
馬
町
の
、

そ
れ
ぞ
れ
幕
末
期
を
主
と
す
る
戸
ロ

増
減
状
態
を
示
す
。
こ
の
三
図
表
よ
り
看
取
さ
れ
る
の
は
左
の
諸

点
で
あ
る
。
即
ち
、

ほ
ぼ
い
ず
れ
の
町
と
も
、
表
示
の
時
期
に
な

400 

総人数

300 

21JO 
勢子教

:---.r 

る
と
、
元
禄
八
年
当
時
よ
り
減
少
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
も
、

伝
馬
町
が
図
一
に
示
し
た
期
間
中
に
一

0
0人
以
上
減
り
、
元
禄

八
年
に
比
べ
る
と
二
分
の
一
に
減
じ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
土
橋

町
川
原
町
の
ご
と
く
激
減
の
め
だ
つ
も
の
も
あ
れ
ば
、
菩
利
中

町
・
善
利
新
町
・
袋
町
・
小
薮
町
・
平
田
町
の
よ
う
に
、

j

む
し
ろ

増
加
し
て
い
る
所
も
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
伝
馬
町
の
ご

と
き
内
町
(
外
堀
を
境
に

内
町
・
外
町
に
分
け
ら
れ
、

内
町
に
お
い

て
は
年
貢
が
免
ぜ
ら
れ
た
て
あ
る
い
は
外
町
の
中
で
、
も
発
展
の
早
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
街
道
@
沿
い
の
土
橋
町
・
川
原
町
な
ど
が
、
元
禄
期
前
後
に
す
で
に
繁
栄
の
峠
を
下
る
の
に
対
し
、
江
戸
中
期
よ
り
幕

と
も
称
す
べ
き
地
域
の
人
口
が
増
加
し
て

131 

末
期
と
い
う
期
聞
に
お
い
て
は
、
外
町
、
こ
と
に
前
掲
の
ご
と
き
城
下
の
巴
円
げ
山
口
匂
ユ
ロ
ぬ
ゆ

い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
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人数同奉公人|家数

元禄 8 797 (404) 

弘化 1 638 

2 624 (335) 11 (7) 98 

3 621 (337) 9 (6) 98 
4 616 (334) 6 (5) 100 

嘉永 3 614 

4 610 (336) 8 (4) 99 
5 607 

6 606 (312) 8 (2) 99 

安政 1 596 (309) 5 (2) 99 

2 607 

3 605 (306) 5 (2) 99 
4 589 (298) 5 (1) 102 
5 594 (295) 4 (1) 102 

万延 1 603 

文久 1 578 (299) 5 (1) 101 

明治 1 541 

2 500 (252) 4 (1) 

川原町の人口・家数の推移表 2

「切支御改五人組帳Jによる。

( )は男子数。

切
死
丹
御
改
五
人
組
帳
の
記
載
と
実
人
ロ

以
上
は
、

い
わ
ば
帳
簿
上
の
人
口
に
つ
い
て
述

べ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
実
際
の

人
口
と
は
同
じ
で
な
い
。
宗
門
改
帳
の
記
載
方

式
に
つ
い
て
は
今
更
ふ
れ
る
要
も
な
い
と
思
わ

れ
る
が
、
こ
こ
で
具
体
的
な
数
字
を
も
っ
て
、

右
の
異
同
関
係
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

表
三
は
、
図
一
に
用
い
た
「
切
死
丹
御
改
五

人
組
帳
」
を
、
適
宜
、
教
年
お
き
に
ピ
ッ
ク
H

る
。
こ
れ
は
帳
簿
で
は
借
屋
・
明
家
の
家
主
名
儀
が
一
人
に
算
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

ア
ッ
プ
し
て
、
実
際
の
人
数
を
算
え
だ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
図
一
よ
り
、
男
女
別
ま
た
惣
数
に
お
い
て
若
干
ず
つ
少
な
く
な
っ
て
い

ま
た
「
一
本
紙
」
@
処
遇
の
家
に
は
家
族
の
記
載

の
な
い
こ
と
、
ま
た
家
出
人
に
つ
い
て
は
例
え
ば
「
十
五
年
己
前
子
正
月
家
出
」
の
ご
と
く
、
家
出
と
同
時
に
「
仰
帳
除
」
に
さ
れ
る
わ

表
三
に
つ
い
て
は
、
家
数
・
人
口
の
推
移
を
本
家
・
借
屋
別
に
み
る
と
、

げ
で
は
な
い
こ
と
等
、
諸
件
の
差
引
が
、
実
人
口
と
の
差
と
し
て
表
わ
れ
て
く
る
た
め
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
借
屋
の
方
が
増
減
の
フ
レ
が
大
き
く
、
こ
れ
は
城

つ
ぎ
に
寺
手
形
は
、
本
家
・
借
屋
の
別
な
く
、

下
経
済
の
衰
退
も
、
ま
ず
借
屋
層
に
い
わ
ゆ
る
「
し
わ
ょ
せ
」
さ
れ
る
結
果
か
と
思
わ
れ
る
。

一
世
帯
に
一
枚
で
あ
る
か
ら
、
図
一
に
示
し
た
寺
手
形
数
は
、
実
際
に
当
伝
馬
町
に
居

「
苔
」
之
称

住
す
る
世
帯
数
を
出
す
も
の
と
解
し
て
よ
い
が
、
こ
れ
と
表
三
の
本
家
数
プ
ラ
ス
借
家
数
が
そ
の
ま
ま
一
致
し
な
い
の
は
、
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伝馬町の本家・借屋別，人数・家数の推移

借 家 家 明

家数| 男 | 女 |下男|下女 家数) 男 | 女 i下男|下女
主
附 家

明和 3 I 30 74 60 13 81148 92 81 。 7 

9 30 75 53 17 71147 88 83 。11 10(3) 6 

寛政 7 27 62 52 15 71144 75 79 。21 10(2) 5 

12 25 63 58 14 61145 73 76 1 21 8(3) 4 

享和 4 27 64 60 14 61144 70 80 。01 10(3) 4 

文化 9 24 69(1J 51 7 61144 77(3J 68(2J 。51 12(4) 4(3) 

15 23 55 51(1] 7 611 34 62(3] 65(1J 。21 12(4) 5(1) 

文政 8 22 54 49(1J 6 511 29 43(lJ 54(1J 。11 20(10) 6(4) 

弘化 3 27 61 57 5 411 26 43(1J 42(1J 。
嘉永 4 31 59(lJ 48 6 31133 52 47[lJ 1 11 10(2) 1 3 

安政 3 66(1コ 59 5 311 29 44 45(1J 。11 8(1)1 2 

7 24 510J 47 5 311 26 49 45 。01 10 (2) 3 

文久 4 23 46 49 5 31123 47 44 2 01 8(2) 4 

明治 3 23 60 52 5 41125 52 48 。。一

表3.

〕は寺手形を別に有するもの，「切死丹御改五人組帳」による。〔

( )は他町に住む家持。

し
て
、

一
家
内
に
も
う
一
世
帯
を
構
え
る
ケ

l
ス
が
あ

っ
て
、
こ
の
杏
も
ま
た
独
立
に
一
枚
の
寺
手
形
を
有
す

る
か
ら
で
あ
る
。

つ
い
で
な
が
ら
、

「
願
ひ
寺
ー
一
の
分
布
を
と
っ
て
み

る
と
、
例
え
ば
嘉
永
七
年
の
川
原
町
の
場
合
に
は
、
城

下
五
二
の
他
、
犬
上
郡
八
一
、
長
浜
町
一
、
坂
田
郡
一

九
、
愛
知
郡
三
、
神
崎
郡
四
と
な
り
、
ま
た
明
和
三
年

の
伝
馬
町
を
例
に
と
る
と
、
城
下
二
六
、
犬
上
郡
四

O
、

坂
田
郡
九
、
愛
知
郡
一
、
東
浅
井
郡
一
、
美
濃
一
と
な

り
、
後
述
の
引
越
・
縁
組
に
よ
る
移
動
範
囲
と
傾
向
を

同
じ
く
す
る
。
即
ち
、
「
願
ひ
寺
」
の
分
布
は
、
城
下
町

民
の
出
身
地
分
布
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
⑦

O

人

移

動

ロ

人
口
動
態
の
記
録
と
し
て
は
、
川
原
町
お
よ
び
伝
馬

町
に
「
本
家
借
屋
出
入
御
改
帳
」
が
遺
さ
れ
て
い
る
。

表
四
、
表
五
は
、
こ
れ
を
適
宜
分
類
し
て
整
理
し
た
も
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の
で
あ
る
が
、
自
然
的
増
減
で
は
特
に
注
目
す
べ
き
傾
向
も
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
社
会
的
増
減
に
つ
い
て
み
て
ゆ
き
た
い
。

先
ず
表
示
の
語
句
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

「
来
り
」
と
は
「
他
町
よ
り
当
町
江
引
越
来
侯
者
」
、
「
去
り
」
は
そ
の
逆
で
、

と
も
に
文
書

上
に
使
用
さ
れ
て
い
る
略
称
で
あ
る
。
縁
組
・
不
縁
の
分
類
に
は
、
嫁
入
り
・
入
夫
の
ほ
か
、
養
子
・
養
女
お
よ
び
こ
れ
ら
が
不
縁
に
な

っ
た
場
合
を
含
ま
せ
て
あ
る
。
引
越
に
は
、

一
家
内
の
引
越
も
あ
れ
ば
、
家
内
の
一
部
の
も
の
の
引
越

(
「
別
れ
引
越
」
な
る
語
が
用
い
ら
れ

て
い
る
)
も
あ
る
。

「
苔
引
越
」
は
引
越
し
て
他
家
内
へ
、
苔
と
し
て
入
る
こ
と
で
あ
る
。
「
御
張
除
」
は
、
家
出
・
行
衛
不
知
の
ほ
か
、

ご
本
紙
」

へ
の
編
入
、
武
家
奉
公
、
寺
へ
の
弟
子
入
り
等
に
際
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
家
出
・
行
衛
不
知
の
場
合
は
、
前
に
も
わ
れ
た

ご
と
く
、
実
際
の
出
奔
の
年
と
、
記
帳
の
年
と
は
同
じ
な
い
。
例
え
ば
表
四
の
安
政
四
年
の
欄
に
、
二
八
人
が
御
帳
除
に
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
こ
の
年
に
一
挙
に
帳
簿
上
の
整
理
を
行
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
示
す
の
み
で
、
甚
だ
し
い
も
の
と
し
て
は
、
四
十
数
年
以
前

の
家
出
人
が
こ
の
時
ま
で
載
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

最
後
の
欄
の
「
家
主
附
」
と
い
う
の
は
、
家
を
売
れ
ば
「
家
主
附
相
除
申
候
」
と
な
り
、
買
受
人
が
「
室
田
載
申
候
」
と
な
る
。
本
家
の

所
有
主
の
名
儀
変
更
で
あ
る
か
ら
、

取
除
件
数
は
合
致
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
両
者
が
一
致
し
て
い
な
い
の
は
、
例
え
ば
「
割
家
譲
渡
」
の
行
わ
れ
る
場
合
に

人
口
増
減
に
は
関
わ
り
が
な
い
。

こ
の
欄
の
「
来
り
レ
と
「
去
り
」
、
即
ち
、
家
主
附
登
録
件
数
と

は
、
家
主
附
取
除
一
一
併
に
対
し
、
登
録
が
二
件
あ
る
い
は
数
件
に
な
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
@
o

彦
根
落
で
も
宗
門
改
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
本
来
の
意
義
よ
り
は
人
口
調
査
・
戸
籍
の
機
能
を
つ
よ
め
た
の
で
、
縁
組
・

引
越
な
ど
に
よ
る
人
口
移
動
に
際
し
て
は
、
「
宗
門
改
切
手
」
の
交
付
を
う
け
る
を
要
す
る
こ
と
等
々
、
諸
規
定
が
触
れ
だ
さ
れ
て
い
る
c

そ
の
詳
細
は
例
え
ば
「
宗
門
御
改
心
得
留
」
@
に
集
録
さ
れ
て
い
る
が
、
当
面
、
問
題
と
す
る
城
下
と
村
方
と
の
間
に
お
け
る
基
本
的
な

条
項
は
左
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
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川原町の人口動態

(a) 自然増減 (b) 社会増減

差 縁不引苔越引御張 小差 (b) 主

差引 付ヨl 組縁越 除計引

出生 来り 6 11 
-1311-1311 1 弘化 2

死亡 去り 4 3 ¥ 14 ¥ 3 o ¥ 14 

|| 9 3 来り 4 1 1 2 8 1 ! 5 
+19 !-241-5 

死亡 4 5 去り 8 1 I 18 3 2 I 32 1 i 5 
r 

出生 6 5 来り 7 。16 
!安政 4 。

22041-8-8 111 死亡 4 7 去り 4 1 14 

8 来り 11 1 17 
811ml|  +4  +4  

死亡 5 5 去り 2 。3u 

出生 7 来り 7 

111|担 [!129 斗 1 -26i-25 
死亡 7 去り 10 5 I 26 I 12 I 0 I 53 ! I 2 

(表4)

「
他
国
他
領
は
勿
論
」
「
御
領
分
之
内
ニ
而
も
引
越
之
分

ハ
切
手
願
指
出
可
申
候
、
井
彦
根
よ
り
縁
取
養
子
取
又
は

村
方
よ
り
彦
根
江
養
子
縁
付
之
儀
、
是
又
切
手
願
指
出
庄

屋
代
判
可
致
侯
o」

以
下
、
社
会
的
増
減
を
、

そ
の
主
要
ケ

l
ス
で
あ
る
引

越
と
縁
組
に
わ
け
、
さ
ら
に
奉
公
人
の
問
題
は
別
に
と
り

だ
し
、
三
項
に
整
理
し
て
み
て
ゆ
き
た
い
。

「
引
越
」
に
よ
る
移
動

「本家借屋出入御改帳Jによる。

表
五
を
中
心
に
し
て
の
べ
る
。
引
越
な
ら
び
に
杏
引
越

に
関
し
て
は
、
本
家
と
借
屋
に
わ
け
て
観
察
し
た
が
、

般
に
借
屋
人
は
、
他
町
へ
移
っ
て
も
そ
の
町
で
借
屋
住
い

を
し
て
お
り
、
同
じ
く
当
町
へ
来
る
前
も
借
屋
住
い
で
あ

る
と
い
う
よ
う
に
本
家
日
本
家
、
借
家
日
借
家
の
関
係
で

表
わ
し
う
る
移
動
を
し
て
い
る
。

(
も
っ
と
も
表
五
で
は

例
え
ば
「
本
家
」
の
欄
に
は
「
来
り
」
の
結
果
、
本
家
に
な
っ
た

も
の
、
及
び
当
可
の
本
家
よ
り
他
へ
「
去
り
」
の
も
の
を
記
し
て
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(表 5) 伝馬町の人 n 動態

(司自然増減 (b) 社 <@込ζ 増 減
((ab) ) 

家

差 縁 不 号| 越 苔引越 御 差 主
男 女

本家If昔屋 本家|借屋
帳 差

号| 組 縁 除 計 ヨl ヲ| 付

寛政 l出生 |40140l04 りl30105l30110510I O.
O 
1 O~ I… 。 卜0.31g.5 死亡 4.51 4.0 り 3.5 1 1. 0 1 O. 1 13. 0 1 0 o 1 0.5! 18.0 

文 化|出生 [26l26iベ雲 り|42104lol71lO |12l-|129113117110 死亡 3.21 2.4 り 2.6 1 1. 0 1 2. 8 1 4. 8 1 0 1. 6 1 1. 4 1 14. 2一.一 .'10.6 

文政|出生 |13133iベ来 り[35|O|07|481031131 ード06|-43|寸。5死亡 3.51 3.0 去 り1.5 1 0.8 1 0 1 11. 3 1 0 1 1. 0 1 0.3 1 14.9 ・・ 0.5

天保 i出生 |34i24卜 2.41雲 りi30iO2i12|88[O|if|中fi卜 24|+48|i:i死亡 2.01 1. 6 り 2.0 1 0.2 1 1. 0 1 6. 2 1 0 

弘化 l出生 |20i20|吋去り |35106|。 |90104I131-l148iはい4105死亡 2.512.8 り 2.21 0.6 1 0.4 1 6.5 1 0.3 1 1. 3 1 0.8 1 12.1 1 ，~. '1 '".71 0.5 

嘉永|出生 |48128ト4.21芸り|30|04102i60102102|-roolO l+42lt: 死亡 2.21 1. 2 り 2.6 1 0 1 2. 6 1 4.4 1 0 1 0.4 1 0 1 10. 0 

安政|見 212ilif卜 0.11 り|18iO2107i17105I03l-152|ベベ1.0り 2.3 1 0.3 1 1. 3 1 O. 7 1 2. 3 1 O. 7 1 2. 7 1 10. 3 ・ .VI 0.8 

万延|出 El38i18卜 1h;ii::iO5i20i28i10io |叶:::卜2.41吋;:!死1.81 2.3 去 0.31 1. 7 1 2. 7 1 0.7 1 0 
「本家借屋出入御改帳」による。寛政年間は12，13年の2年間の平均。以下同様に文化年間3，4， 10， 14， 15，天

保2，3 ， 9， 10， 14，弘化2，，-，5，嘉永2"-'7，安政2"-'7，万延は万延2年~俊応4の年平均。



あ
る
o

す
な
わ
ち
往
来
先
た
る
他
町
に
お
け
る
本
家
・
借
屋
の
別
は
表
わ
れ
て
い
な
い
。
)

あ
っ
た
。

と
も
か
く
表
示
の
ご
と
く
、
移
動
の
激
し
い
の
は
借
家
層
で
あ
り
、
こ
と
に
菅
引
越
の
行
わ
れ
る
の
は
、
多
く
は
借
屋
層
に
お
い
て
で

し
か
し
、
幕
未
に
な
る
に
つ
れ
、
本
家
層
に
も
杏
引
越
が
現
わ
れ
、
引
越
に
お
い
て
も
「
去
り
」
が
目
立
っ
て
く
る
の
は
、
本

家
ま
た
は
そ
の
縁
戚
筋
に
当
る
階
層
の
、
経
済
的
な
不
安
定
化
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

つ
ぎ
に
、
城
下
に
お
け
る
引
越
の
範
囲
を
み
る
に
、
後

彦根城下における人口動態について

川原町との交流先分布

(城下分)

L
I
 

一三口

62 

9 

27 

ち12l;|:|5同
:I ~ I ~ 1 

l1 11 1 1 ~ 1 ! 

7 

21 

5 

17 

5 

17 

中

数字は表に用いた年度の「本家{昔屋

出入御改帳」の出入織件数。

(表 6)

よれlUiid
8 I 16 11 

3 

川原町組

うち土橋町

5 

2 

3 

グ橋本町 1 1 

グ橋向町 I2 

山 市 I ~ 1 

寺

家

聞
に
往
来
の
目
立
つ
点
は
、
次
の
伝
馬
町
の
場
合
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
る
。

述
の
ご
と
く
、
縁
組
に
よ
る
移
動
の
方
は
城
下
諸
町
に

わ
た
っ
て
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
分
布
し
て
い
る
の
に
反

し
、
川
原
町
・
伝
馬
町
と
も
に
、
隣
接
諸
町
と
の
聞
に
交

流
が
密
で
あ
る
。
即
ち
先
ず
川
原
町
の
場
合
は
(
表
六
)
、

土
橋
町
、
橋
本
町
の
ご
と
く
川
原
町
に
接
続
す
る
諸

つ
い
で
そ
の
他
の
川
原
町
組
諸
町
と
の
関
係
が
ふ

町、か
い
。
ま
た
距
離
的
に
は
、

は
な
れ
て
い
る
に
も
拘
ら

ず
、
本
町
・
四
十
九
町
の
ご
と
き
、
四
手
の
主
町
と
の

伝
馬
町
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
本
家
・
借
屋
別
に
整
理
し
て
み
た
(
表
七
三
本
家
・
借
家
こ
め
て
の
総
移
動
件
数
に
お
い
て
、
圧
倒
的

137 

に
多
い
の
は
、
図
二
の
ご
と
く
、
伝
馬
町
の
中
央
お
よ
び
東
北
隅
に
お
い
て
、
こ
れ
と
直
交
し
て
い
る
白
壁
町
お
よ
び
油
屋
町
で
あ
る
。

以
上
田
町
で
総
件
数
の
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

つ
い
で
、
当
町
の
東
北
お
よ
び
西
南
に
接
続
し
て
延
び
る
佐
和
町
・
通
り
町
が
多
く
、



の
卓
越
し
て
い
る
諸
町
で
は
、
そ
の
大
半
を
借
屋
の
引
越
件
数
が
負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

る
じ
そ
し
て
例
え
ば
佐
和
町
で
は
引
越
件
数
二
二
の
う
ち
、
借
屋
層
の
そ
れ
が
二

O
を
占
め
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
こ
れ
ら
の
交
流
件
数
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t羽

亡二コ

-

l

人・5
人

。。

•• 
借

屋

.

本
家

U

琶

組

1ま

町屋場界

主要遭路

fE 

ヨl

言

)I} 

(
図
一
一
)
伝
馬
町
の
交
流
先
分
布
(
表
七
参
照
、
な
お
町
名

の
詳
細
は
、
例
え
ば
「
滋
賀
県
史
」
「
彦
根
白
山
来
記
」
所
収

の
城
下
町
、
あ
る
い
は
拙
稿
円
註
①
〕
所
掲
図
を
参
照
さ
れ
た
い
J

こ
れ
に
対
し
、
交

流
の
少
な
い
諸
町
で

は
、
引
越
に
よ
る
移

動
よ
り
は
、
む
し
ろ

後
述
の
縁
組
に
よ
る

移
動
の
方
が
多
く
、

こ
の
場
合
は
、
本
家

借
屋
の
別
に
よ
る
差

違
は
少
な
い
。

な
お
、
総
体
的
に

川
原
町
が
城
下
南
部

の
川
原
町
組
一
帯
と

の
出
入
り
が
多
か
っ

た
の
に
対
し
、
伝
馬

町
は
、

そ
の
所
属
す



る
本
町
組
な
い
し
内
町
と
よ
り
も
む
し
ろ
外
町
た
る
城
下
東
部
の
彦
根
町
組
諸
町
と
の
出
入
の
多
い
と
い
う
依
向
が
見
出
さ
れ
る
c

町
抗

に
詳
細
に
み
て
ゆ
く
と
、
例
え
ば
伝
馬
町
と
袋
町
と
の
間
に
は
、
本
家
・
借
屋
の
別
な
く
、
伝
馬
町
か
ら
一
方
的
に
袋
町
へ
向
け
て
「
去

り
」
ゆ
く
動
向
が
指
摘
で
き
る
が
、
前
項
の
町
別
人
口
増
減
で
み
た
ご
と
く
、
袋
町
な
ど
幕
末
に
人
口
増
加
の
著
し
い
町
が
縁
辺
部
に
出

現
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
内
町
か
ら
の
借
屋
層
を
主
と
す
る
流
出
入
口
を
迎
え
入
れ
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
か
。

城
下
の
外
と
の
交
流
件
数
を
み
る
と
(
表
八
)
、
犬
上
郡
が
筆
頭
で
あ
り
、
城
下
へ
の
距
離
の
遠
近
と
い
う
こ
と
が
分
布
を
規
則
す
る
第

一
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
自
領
内
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
移
動
を
左
右
す
る
主
要
条
件
で
あ
り
、
後
述
の
縁
組
に
よ
る
移
動

よ
り
も
引
越
に
よ
る
移
動
の
方
が
、

さ
ら
に
つ
よ
く
こ
の
条
件
に
し
ば
ら
れ
て
い
る
。

彦根城下における人口動態について

縁
組
に
よ
る
移
動

城
下
に
お
い
て
は
、
前
に
も
ふ
れ
た
ご
と
く
、
引
越
の
場
合
に
比
べ
、
縁
組
の
分
布
が
全
域
下
に
分
散
し
て
い
る
こ
と
が
特
色
で
あ

る
。
城
下
外
の
場
合
も
、

そ
の
分
布
は
犬
上
郡
つ
い
で
坂
田
郡
(
こ
と
に
長
浜
町
)
に
卓
越
し
、
自
領
内
で
し
か
も
彦
根
城
下
に
近
い
と
こ

し
か
し
縁
組
移
動
は
引
越
の
場
合
よ
り
も
、
分
布
の
ひ
ろ
が
り
が
大
き
く
、

ろ
と
い
う
傾
向
は
、
引
越
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

ま
た
長

浜
町
、
あ
る
い
は
他
領
で
あ
っ
て
も
大
津
町
、
さ
ら
に
京
・
大
阪
な
ど
と
の
通
婚
件
数
の
目
立
つ
こ
と
は
、
背
景
と
し
て
の
、
城
下
町
商

業
の
取
引
先
の
分
布
を
考
え
さ
せ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
美
濃
そ
の
他
隣
接
諸
国
と
の
通
婚
は
、
本
家
よ
り
借
屋
層
に
お
レ
て
多
く
、
こ
の

方
は
、
城
下
町
商
業
よ
り
は
(
行
商
、
あ
る
い
は
彦
根
城
下
へ
の
出
奉
公
)

な
ど
に
よ
る
往
来
が
、

か
か
る
縁
組
件
数
を
生
む
契
機
を
な
し

た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
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(表 7) 伝馬町との交流先分布 (城下分)

¥¥ ¥ 本 家 {昔 屋
一一一一一一一一

¥、 縁 組 ヲI 越 縁 ~t 越

交流先¥¥来り|去 り 来 り|去 り 来 り 来 りi去 り 来 り

:# 町 組 6( 6) 13(14) 12(29) 14(24) 13(13) 8( 8) 57 (137) 50(141) 88 (185) 85(197) 

うち白壁町 2( 2) 1 ( 1) 5( 9) 5(10) 1 ( 1) 1 ( 1) 1?(47) 13(32) 25(59) 24(44) 

治 屋 町 2( 2) 2( 3) 3(13) 1 ( 1) 3( 3) 6(16) 13(35) 13(24) 17(49) 

佐和町 2( 3) 1* 0(21) 1* 0(21) 10(21) 12(24) 

通 り 町 1 ( 1) 5( 5) 2( 5) 3( 7) 1 ( 1) 7( 8) 3(10) 11(15) 72(11) 

本 田丁 1 ( 1) 1 ( 1) 4( 4) 3( 3) 8(20) 2( 3) 12(24) 71 ( 8) 

内大工町 1 ( 1) 1 ( 1) 2( 2) 2(12) 3(20) 3(13) 6(23) 

四十九町組 1
1 (川 2j2)|2(ペ [… m)|8(ベ…司17(M)lu(18)うち四十九町 1 ( 1) 2( 2) 1 2( 2) 1 3(10) 1 1( 1) 1 5(12) 1 4( 4) 

川原町組 10(11) 14(14) 2(12) 3( 9) 4( 4) 2( 2) 6(13) 18 (40) 2(30) 37(65) 

うち川原町 1 ( 1) 4( 4) 1 ( 1) 1 ( 1) 1 ( 3) 6(17) 3( 5) 11 (22) 

袋 IIlJ 2( 3) 1 ( 1) 1 ( 1) 1 ( 1) 2( 4) 5(12) 1 5( 8) 7(14) 

彦う根t:，瓦安彦町焼提根組寺上町町町

6( 6) 9( 9) 4( 6) 7(21) 
11r)  

23(50) 11 (21) 44(73) 34(58) 
1 ( 1) 1 ( 2) 1 ( 1) 4( 5) 5(10) 6( 7) 6(12) 
3( 3) 4( 4) 3( 3) 1 ( 1) 7( 7) 4( 4) 

1 ( 1) 1 ( 2) 1 ( 1) 1 ( 1) 1( 6 8( 9) 2( 2) 

寺弟嘉入中 1 1 (バ 1( 1) I i川 11(川 I 2 ( 3) 1 8 (15) I 5 ( 6) I 川1( 1) 1 2( 2) 1 1( 1) 1 2( 3) 1 8(15) 1 5( 6) 111(18) 

数字は表 に用いた年度の「本家借屋出入御改帳jの出入総件数。( )は人数。焚出庖を 1含む。
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奉

J、'..，、

人

農
民
の
転
居
・
転
職
と
と
に
向
都
離
村
を
制
限
す
る
諸
法
令
を
屡
々
触
れ
ら
れ
て
い
る
と
と
は
、
彦
根
藩
の
場
合
も
例
外
で
は
な
く
、

と
れ
が
前
項
で
み
た
ご
と
く
引
越
・
縁
組
に
よ
る
移
動
を
大
き
く
制
約
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
中
、
本
項
の
奉
公
人
に
関
す
る
箇
条

内
に
て
も
そ
れ
を
禁
じ
た
あ
と
、

の
若
干
を
拾
え
ば
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。
他
領
他
国
へ
の
出
奉
公
の
禁
止
は
、
多
く
の
藩
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
一
の
条
文
で
あ
る
が
、
自
領

そ
の
理
由
と
し
て
、
「
人
数
減
少
致
候
得
は
田
畑
荒
廃
之
基
」
と
な
る
と
と
の
他
に
、
「
郷
中
之
者
共
町

奉
公
ニ
出
候
得
は
筋
骨
柔
弱
に
相
成
候
、
其
上
商
ひ
之
筋
市
巳
習
ひ
帰
村
致
侠
而
も
農
業
難
相
勤
処
よ
り
余
業
ニ
取
懸
リ
本
業
ハ
疎
く
自

然
ト
田
畑
耕
作
不
行
届

E
風
俗
之
害
ニ
相
成
候
」
⑬
云
々
と
し
て
い
る
点
、
奥
深
い
。

し
か
し
、
「
年
貢
に
つ
ま
り
(
略
)
き
ゃ
う
ニ
て
も
無
レ
之
て
は
不
レ
成
候
ハ
ハ
」
云
々
と
制
限
を
緩
和
し
て
ゆ
く
の
は
他
落
の
場
合
と
一

般
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
な
れ
ば
「
城
下
又
ハ
領
内
ニ
市
年
季
を
定
め
」
@
て
奉
公
に
出
せ
、
そ
れ
も
町
家
へ
出
す
よ
り
は
「
獅
家
中

奉
公
為
致
」
@
と
と
を
す
す
め
て
い
る
点
が
自
に
つ
く
。

さ
て
、
彦
根
城
下
の
奉
公
人
に
つ
い
て
は
、
先
に
元
禄
八
年
に
お
け
る
町
別
の
奉
公
人
数
を
掲
げ
、

そ
の
移
し
さ
に
つ
い
て
報
告
し
た

が⑬、

そ
の
後
の
推
移
を
、
や
は
り
川
原
町
(
表
二
)
お
よ
び
伝
馬
町
(
表
一
ニ
)
に
つ
い
て
み
よ
う
。
各
町
の
総
人
数
と
同
じ
く
、
幕
末
に
近

づ
く
に
つ
れ
て
奉
公
人
も
ま
た
減
少
し
、
例
え
ば
伝
馬
町
の
場
合
は
元
禄
八
年
の
六
二
人
か
ら
文
久
四
年
に
は
九
人
へ
、
川
原
町
で
も
一

む
六
人
(
元
禄
八
年
)
か
ら
万
延
二
年
に
は
六
人
へ
の
激
減
し
て
い
る
ご

こ
れ
は
、
奉
公
人
制
限
・
向
都
離
村
禁
止
な
ど
の
諸
政
策
の
結

果
で
は
な
く
、
城
下
町
商
業
そ
の
も
の
が
元
禄
前
後
を
ピ

l
ク
と
し
て
、
爾
後
、
衰
退
期
に
入
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。



彦根城下における人口動態について143 

①④①①き

そ
の
若
干
は
「
江
戸
時
代
人
口
に
関
す
る
歴
史
地
理
」
(
『
歴
史
地
理
・
郷
土
地
理
』
一

O
七
頁

t)
に
紹
介
し
た
。

小
林
幸
太
郎
「
嘉
氷
七
年
頃
に
お
け
る
川
原
町
」
(
彦
根
郷
土
史
研
究
三
)
、
同
じ
く
「
切
死
丹
御
改
五
人
組
帳
に
つ
い
て
」
(
向
上
誌

「
城
下
町
の
人
口
構
成
|
|
彦
根
藩
の
歴
史
地
理
的
研
究
」
(
史
林
三
七

l
二
)

同
右
七
一
頁

彦
根
藩
に
お
い
て
も
、
街
道
と
城
下
と
を
結
び
つ
け
る
た
め
、
中
山
道
の
高
官
宿
よ
り
城
下
伝
馬
町
を
経
て
鳥
居
本
宿
へ
出
る
ル

l
ト
を
開
設

し
た
。
図
二
で
一
示
す
コ

I
ス
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
一
本
紙
」
処
遇
は
、
由
緒
あ
る
寺
社
ゃ
、
藩
に
対
す
る
献
金
な
ど
の
功
労
を
つ
く
し
た
者
に
与
え
ら
れ
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
が
、
後
年
、

こ
れ
が
増
加
し
た
た
め
、
人
別
改
そ
の
他
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
っ
た
様
子
が
、
前
掲
の
「
宗
門
御
改
心
得
留
」
に
も
み
え
て
い
る
。

一
、
郷
中
宗
門
御
改
ニ
付
寺
俗
共
五
人
組
人
別
判
形
致
候
由
、
其
内
筋
日
中
上
有
之
寺
庵
又
は
道
場
と
も
、
御
改
奉
行
了
筒
違
を
以
御
帳
抜

壱
本
紙
ニ
而
相
直
し
候
義
ハ
、
古
来
よ
り
件
之
通
-
一
候
由
相
関
へ
候
、
然
ル
処
近
年
寺
庵
道
場
御
百
姓
共
之
内
ニ
も
、
少
々
由
緒
申
立
願
申
者

有
之
と
相
見
へ
、
壱
本
紙
多
く
相
成
候
、
件
之
通
多
く
相
成
候
而
は
、
人
別
員
数
紛
敷
、
其
外
差
障
り
申
儀
有
之
趣
承
知
候
、
向
後
右
鉢
之
者

有
之
候
ハ
ハ
、
寺
社
奉
行
筋
奉
行
切
手
指
出
し
不
申
候
而
は
堅
指
免
申
間
敷
、
猶
此
旨
三
役
所
可
被
申
候
以
上

享
保
十
一
年
午
十
一
月
十
四
日

前
掲
①
の
報
告
で
は
、
城
下
に
未
寺
・
掛
所
を
も
っ
寺
の
分
布
サ
ら
、
町
民
の
出
身
地
を
う
か
が
い
、
一
は
ぼ
同
様
の
傾
向
を
指
摘
し
て
お
い
た
。

か
か
る
「
割
家
」
に
つ
い
て
は
、
「
近
世
城
下
町
の
町
割
と
屋
敷
割
に
関
す
る
若
干
の
覚
書
」
(
『
名
古
屋
大
学
十
周
年
記
念
論
集
』
所
収
)
に

お
い
て
報
告
し
た
。

彦
根
市
立
図
書
館
蔵
写
本
。

「
諸
事
改
革
之
箇
条
」
(
井
伊
家
蔵
)
。

万
延
三
年
「
覚
」
(
同
右
)

0

前
掲
⑮
に
同
じ
。

前
掲
①
七
三

t七
四
頁
。

四
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